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っ
て

　

二
〇
二
二
年
一
二
月
一
六
日
、
岸
田
自
公
政
権
は
「
国
家
安
全
保
障
戦

略
」、「
国
家
防
衛
戦
略
」、「
防
衛
力
整
備
計
画
」の「
安
保
三
文
書
」を
閣
議

決
定
し
た
。
安
保
三
文
書
に
関
し
て
は
朝
日
新
聞
や
毎
日
新
聞
、
東
京
新

聞
な
ど
の
新
聞
だ
け
で
な
く
、
改
憲
賛
成
の
立
場
の
新
聞
も
「
歴
史
的
転

換
」（『
産
経
新
聞
』
二
〇
二
二
年
一
二
月
一
七
日
付
）、「
戦
後
政
策
を
転
換
」

（『
読
売
新
聞
』
二
〇
二
二
年
一
二
月
一
七
日
付
）、「
安
保
政
政
策
を
転
換
」

（『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
二
二
年
一
二
月
一
七
日
）と
評
し
て
い
る
。
そ
も
そ

も
「
国
家
安
全
保
障
戦
略
」
五
頁
で
「
戦
後
の
我
が
国
の
安
全
保
障
政
策

を
実
践
面
か
ら
大
き
く
転
換
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

で
は
、
戦
後
の
安
保
政
策
が
ど
の
よ
う
に
変
容
し
た
の
か
。

　

前
田
哲
男
論
文
で
は
そ
れ
ま
で
の
安
保
政
策
文
書
と
の
対
比
で
そ
の
変

容
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
一
九
五
七
年
の
「
国
防
の
基
本
方
針
」
で
は
曲

が
り
な
り
に
も
憲
法
へ
の
配
慮
が
感
じ
ら
れ
る
が
、
今
回
の
安
保
三
文
書

で
は
憲
法
へ
の
配
慮
が
か
な
ぐ
り
捨
て
ら
れ
て
い
る
実
態
が
前
田
論
文
で

は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
安
保
政
策
の
転
換
」
の
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
に
際
し
て
は
過
去
の
政
策
と
の
対
比
に
加
え
、
今
回
の
安

　
◆
特
集
に
あ
た
っ
て

保
三
文
書
の
内
容
を
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
も
必
要
と
な
る
。
こ
う
し
た

検
討
が
大
内
要
三
論
文
で
な
さ
れ
る
。
大
内
論
文
は
具
体
的
な
兵
器（
の

性
能
）に
言
及
し
た
上
で
安
保
三
文
書
の
危
険
性
を
提
起
す
る
点
で
も
極

め
て
有
益
な
論
文
で
あ
る
。
そ
し
て
今
回
の
安
保
三
文
書
で
戦
争
に
巻

き
込
ま
れ
る
危
険
性
、「
捨
て
石
」
と
さ
れ
る
危
険
性
が
高
い
地
域
の
一
つ

が
「
沖
縄
」
に
な
る
。
髙
良
沙
哉
論
文
で
は
、
安
保
三
文
書
が
沖
縄
に
も

た
ら
す
危
険
性
が
白
日
の
下
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。「
防
衛
力
整
備
計
画
」

二
八
頁
で
は
、「
南
西
地
域
に
お
け
る
衛
生
機
能
の
強
化
に
当
た
っ
て
は
、

自
衛
隊
那
覇
病
院
の
機
能
及
び
抗
た
ん
性〔
攻
撃
を
受
け
て
も
機
能
を
失
わ

ず
に
軍
事
的
活
動
を
実
施
す
る
能
力
。
飯
島
に
よ
る
補
足
説
明
〕を
拡
充
す
る

こ
と
が
有
効
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
病
院
の
病
床
の
増
加
、
診
療

科
の
増
設
、
地
下
等
の
機
能
強
化
を
図
る
」
と
さ
れ
て
い
る（
ゴ
シ
ッ
ク
は

飯
島
に
よ
る
強
調
）。
こ
う
し
た
記
述
か
ら
も
、
南
西
地
域
や
沖
縄
本
島
じ

た
い
が
攻
撃
対
象
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
政
府
関
連

文
書
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
三
年
の
「
国
家
安
全
保
障
戦
略
」
が
外
交
と
防

衛
を
中
心
と
し
た
安
全
保
障
政
策
の
文
書
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
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今
回
、
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
国
家
安
全
保
障
戦
略
」
で
は
、「
経
済
安
保
、
技

術
、
情
報
等
の
分
野
に
も
安
全
保
障
上
の
指
針
を
与
え
る
も
の
」
と
さ
れ

て
い
る
。
今
回
の
安
保
三
文
書
で
は
経
済
、
技
術
、
情
報
も「
国
家
安
全

保
障
」の
名
目
で
国
の
管
理
下
に
置
く
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
自
治
体
や
海
上
保
安
庁
、
空
港
、
港
湾
な
ど
の
施
設
も
「
安
全
保
障
」

の
名
目
で
国
の
管
理
下
に
置
く
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。
髙
良
論
文
で

は
と
り
わ
け
沖
縄
で
戦
争
遂
行
体
制
構
築
・
日
米
軍
事
訓
練
が
着
々
と
進

め
ら
れ
て
い
る
実
態
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
今
回
の
安
保
三

文
書
、
こ
れ
は
日
本
を
守
る
た
め
で
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
戦
略
の
一

端
を
担
う
た
め
の
政
策
決
定
で
あ
る
こ
と
が
布
施
祐
仁
論
文
で
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
第
一
列
島
線
で
の
自
衛
隊
配
備
・
強
化
や
「
敵
基
地
攻
撃
能
力

の
保
有
」
す
ら
、
実
は
日
本
を
守
る
た
め
で
は
な
く
「
米
軍
の
戦
力
を
補

完
す
る
も
の
」
で

あ
る
こ
と
が
さ
ま

ざ
ま
な
資
料
に
基

づ
き
説
得
的
に
論

証
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
安
保
三

文
書
の
特
徴
の
一

つ
、
そ
れ
は
軍
事

費
の
大
増
額
で
あ

る
。「
防
衛
力
整
備

計
画
」
三
〇
頁
で

は
、軍
事
費
も「
二

〇
二
三
年
度
か
ら

二
〇
二
七
年
度
ま

で
の
五
年
間
」
に

「
四
三
兆
円
程
度
」

と
さ
れ
た
。「
国
家

安
全
保
障
戦
略
」
一
九
頁
で
は
、
二
〇
二
七
年
度
に
は
「
現
在
の
国
内
総

生
産（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）の
二
％
に
達
す
る
よ
う
、
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
」
と
さ

れ
た
。
こ
う
し
た
軍
事
費（
防
衛
費
）の
大
増
額
が
い
ま
の
日
本
で
適
切
な

の
か
。
熊
澤
通
夫
論
文
で
は
そ
の
不
適
切
さ
が
財
政
の
側
面
か
ら
あ
ぶ
り

だ
さ
れ
る
。
安
保
三
文
書
で
は
「
民
主
主
義
」「
法
の
支
配
」
等
の
言
葉
が

頻
繁
に
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
価
値
を
真
摯
に
履
行
し
よ

う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
安
保
三
文
書
の
決
定
過
程
や
内
容
も
「
民
主
主

義
」「
法
の
支
配
」
に
合
致
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
回
の
安

保
三
文
書
の
決
定
手
法
が
「
国
民
主
権
と
憲
法
に
も
と
づ
く
政
治
へ
の
配

慮
を
軽
ん
じ
て
い
る
」
も
の
で
あ
り
、
内
容
も
「
憲
法
九
条
の
下
で
の
平

和
実
現
の
努
力
を
台
無
し
に
す
る
重
大
な
逸
脱
」
で
あ
る
こ
と
が
小
沢
隆

一
論
文
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　

本
特
集
各
論
文
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
、
そ
れ
は
今
回
の
安
保
三
文

書
が
日
本
の
市
民
の
平
和
と
安
全
を
守
る
ど
こ
ろ
か
危
険
を
呼
び
込
む

も
の
で
あ
り
、
憲
法
違
反
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
閣
議
決
定
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
日
本
市
民
の
平
和
と
命
、
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
は
今
回
の
安

保
三
文
書
は
撤
回
さ
れ
、
そ
の
実
施
が
阻
止
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
特
集
は
、
安
保
三
文
書
の
危
険
性
を
社
会
に
提
起
す
る
こ
と
を
通
じ
て

安
保
三
文
書
を
撤
回
・
阻
止
す
る
運
動
に
と
っ
て
極
め
て
有
益
な
も
の
と

な
る
。
た
だ
、「
安
保
三
文
書
は
危
険
だ
」
と
い
う
だ
け
で
は
撤
回
・
阻
止

に
ま
で
追
い
込
む
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ど
う
す
れ
ば
市
民
の
平
和
と
命
、

暮
ら
し
を
守
れ
る
か
、
そ
の
「
対
抗
構
想
」
を
出
さ
な
い
限
り
、
日
本
の

市
民
に
安
心
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
小
沢
隆
一
論
文
で
も
そ
の
指

針
が
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、
猿
田
佐
世
論
文
と
稲
正
樹
論
文
は
日
本
に
戦

争
の
危
険
を
も
た
ら
す
「
安
保
三
文
書
」
に
代
わ
り
、
日
本
の
平
和
と
安

全
を
も
た
ら
す
重
要
な
提
言
と
な
っ
て
い
る
。
猿
田
、
稲
論
文
を
通
じ
て
、

今
後
の
日
本
の
平
和
構
築
に
つ
い
て
の
議
論
を
深
化
さ
せ
る
こ
と
も
今
後

の
重
要
な
課
題
と
な
る
。

 
（「
法
と
民
主
主
義
」
編
集
委
員
会
　
飯
島
滋
明
）

▲今回の安保３文書に基づき与那国島でミサイル基地の予定地とされる
場所（2023年1月　飯島撮影）
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